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黙
は
金
、
無
口
で
あ
る
こ
と
が
美
徳
と

い
う
傾
向
の
あ
る
私
た
ち
で
す
が
、
今

の
時
代
は
そ
れ
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も

あ
り
そ
う
で
す
。
会
社
勤
め
で
も
日
常
会
話
で
も

自
分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
は
必
須
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
話
の
技
術
を
認
定
す
る
の
が
ス

ピ
ー
チ
・
マ
ス
タ
ー
の
資
格
で
す
。
こ
の
資
格
は

一
般
社
団
法
人
日
本
ス
ピ
ー
チ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
協
会
の
認
定
す
る
も
の
で
、
講
習
と
資
格

認
定
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
ま
す
。
ス

ピ
ー
チ
は
多
数
の
人
、
不
特
定
の
人
を
相
手
に
話

を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
伊
藤
さ
ん
は
そ
れ
を
法
話

に
も
生
か
し
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
の
建
長
寺
で
は
時
折
、
法
話
の
会
が
開
か

れ
ま
す
。
あ
る
時
、
知
人
が
建
長
寺
で
偶
然
伊

藤
さ
ん
の
法
話
を
耳
に
し
て
「
佐
野
市
の
お
坊
さ

ん
の
話
が
す
ご
く
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
き
ま
し

た
。
通
り
す
が
り
に
境
内
で
聞
こ
え
た
法
話
が
非

常
に
印
象
深
か
っ
た
よ
う
で
す
。
私
も
何
度
か

伊
藤
さ
ん
の
法
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
身
近
な
話
題
を
取
り
上
げ
、
普
段
の
生
活

の
中
か
ら
生
き
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
坊
さ
ん
の
話
と
い
う
と
何
と
な
く
あ
り
き

た
り
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
伊
藤

さ
ん
が
若
か
り
し
頃
、
現
実
と
将
来
の
夢
に
行

き
詰
ま
り
苦
し
み
、
そ
の
な
か
で
僧
侶
の
道
を

選
ん
だ
と
い
う
体
験
が
大
き
い
と
思
い
ま
す

（
共
著
書
『
鉢
の
木
へ
、
よ
う
こ
そ
！
』
時
潮

社
刊
参
照
）。

　

最
近
は
お
寺
の
在
り
方
も
変
化
し
、
墓
じ
ま

い
や
樹
木
葬
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
お
寺
に
は
お

墓
の
維
持
の
み
で
な
く
生
き
た
人
間
の
た
め
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
点
で
伊
藤
さ
ん
の
今
後
の
僧
侶
と
し

て
の
布
教
活
動
が
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

福
田
満
）

伊藤 賢
けんざん

山さん

・山形町報恩寺住職

・スピーチ・マスター

沈

その言葉が、心に灯る
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市
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　

今
皆
さ
ま
が
ご
覧
に
な
っ
て
い

る
「
広
報
さ
の
」
は
、
手
に
取
っ

て
読
み
た
く
な
る
広
報
紙
を
目
指

し
、
令
和
５
年
４
月
号
か
ら
フ
ル

カ
ラ
ー
へ
と
一
新
い
た
し
ま
し

た
。
以
降
、
内
容
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
本
紙
が
、
こ
の

た
び
令
和
８
年
度
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
（
日
本
広
報
協
会
主
催
）

に
お
い
て
、
初
の
「
入
選
」
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
市
部
門
で
わ
ず
か
15
点

と
い
う
厳
し
い
選
考
を
経
て
の

入
選
は
、
本
市
に
と
っ
て
も
大

き
な
励
み
と
な
り
ま
す
。
入
選
作

と
な
っ
た
令
和
７
年
４
月
号
で
は

「
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
を
特
集
し
、
地
域
経
済

や
国
際
交
流
へ
の
波
及
効
果
を
広

く
発
信
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
「
桜
」
や
「
方
言
」、「
化
石
」、「
星

空
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
特
集
を

お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
市
政
情
報
の
発
信
の
み
な

ら
ず
、
郷
土
の
魅
力
を
再
発
見
で

き
る
質
の
高
い
情
報
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
魅
力
発
信
の

一
環
と
し
て
、
人
気
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ

「
黒
執
事 -

寄
宿
学
校
編-

」
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
デ
ザ
イ
ン

マ
ン
ホ
ー
ル
を
設
置
い
た
し
ま
し

た
。
作
中
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
シ
ー
ン

を
、
本
市
に
拠
点
を
置
く
日
本
ク

リ
ケ
ッ
ト
協
会
が
監
修
し
た
縁
で

実
現
し
た
も
の
で
、
日
本
代
表
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
ま
と
っ
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
、
本
市
の
国
際

ク
リ
ケ
ッ
ト
場
の
天
然
芝
を
背
景

に
プ
レ
ー
す
る
特
別
な
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
は
市
役
所
周
辺
や

駅
前
通
り
な
ど
、
中
心
市
街
地
を

歩
い
て
巡
れ
る
場
所
に
設
置
し
て

お
り
ま
す
。
作
品
の
フ
ァ
ン
や
マ

ン
ホ
ー
ル
愛
好
家
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
全
５
種

類
の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
巡
り
な
が
ら
、

佐
野
の
街
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

！

佐野市長

金子　裕

よ
う
こ
そ



3 KOUHOU SANO　R8.6

まちの話題 PHOTO
NEWS

　４月５日 ㈰ 、田沼中央公民館大ホールで、 第１１６回田沼歌謡愛好

会 ・佐野市文化協会歌謡部門チャリティー発表会が行われました。

　年３回の恒例行事で、 今回は約９０名が出演し、 約２００名の来場

者で会場は終始にぎやかな雰囲気に包まれていました。

　演歌を中心に 「対馬海峡」 や 「北のアカシヤ」 などが披露され、

心に響く歌声が会場に広がります。 出演者は７０代から９０代の方が

多く、 皆さんが笑顔で楽しそうに歌う姿に、 見ている側も自然と引き

込まれました。

　着物をアレンジした衣装や華やかな装い、 扇子を使った演出なども

彩りを添え、 和やかで心弾むひとときとなりました。 　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（市民記者　関口麻里）

想 い出と共に響く歌声
約９０名が出演！

さ のまるの家周年祭 2026
東武鉄道こども制服着用体験も♪

　５月４日 （月・祝） 、 市役所１階さのまるの家前にて 「さのま

るの家周年祭2026」 が開催されました。

　さのまるの家が市役所に移転して３周年をお祝いするた

め、 セレモニーを実施。 遠方から２体のキャラクターが駆け

付け、 ステージを盛り上げました。 また、 さのまるのグリー

ティングやサイン会、 AR フォトが手に入るクイズなどさま

ざまな企画も行い、来場者は楽しいひとときを過ごしました。

　東武鉄道によるブースも出展され、 普段着用することの

できない制服を身にまとい、 子どもたちはすてきな笑顔を

浮かべました。

　５月３日 （日・祝） と４日 （月・祝） の２日間、 こどもの国にて 「こ

どもフェスティバル in SANO 2026」 が開催されました。

　初日となる３日は、 オープニングセレモニーやサイエンス

ショー、 ファミリーコンサートなど楽しいひとときを過ごす

ことができるイベントが盛りだくさんでした。

　４日は、 アストロカーによる太陽黒点観測、 鉄道模型運

転ショー、 広場でのわんぱくレクリエーションなどが行われ

ました。 会場は多くの来場者でにぎわい、 子どもたちの笑

顔あふれるイベントとなりました。 また、 子どもたちがさま

ざまな催しに夢中で楽しむ様子が印象的でした。

こ どもフェスティバル in SANO ２０２６
大人も子どもも笑顔に
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